
本
校
に
は
、
敷
地
内
に
一
級
河
川
肥
田

川
が
流
れ
て
お
り
、
春
に
は
、
川
沿
い
の

桜
並
木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
地
域
の
方

々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
に

は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
地
域
で
ホ
タ

ル
情
報
が
出
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
街
道
で
あ
る
中
馬

街
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
こ
の

中
馬
街
道
を
中
心
に
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
な
ど
を
利
用
し
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
こ

の
中
馬
街
道
を
使
っ
て
陶
器
を
信
州
に
運

び
、
こ
の
地
の
窯
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

3
年
生
は
、
地
元
の
陶
芸
家
の
方
か
ら

陶
器
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
作
品
を
作

り
、
手
作
り
の
『
希
望
の
窯
』
で
焼
成
体

験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
2
年
生
は
、
街
道

を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る

『
打
ち
囃
子
』
を
、
1
年
生
は
『
中
馬
馬

子
唄
』
を
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
保
存
会
の
方

か
ら
学
び
、
踊
り
や
演
奏
な
ど
も
教
え
て

い
た
だ
き
練
習

し
て
い
ま

す
。
さ

ら
に
1

年
生
は
、

6
月
に

体
験
学
習

と
し
て
、
上

矢
作
ま
で
出
掛
け
、
濃
南
の
地
か
ら
続
い

て
い
る
中
馬
街
道
を
実
際
に
歩
い
て
調
べ

ま
す
。
ま
た
、
5
月
に
は
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
こ
の
中
馬
街
道
を
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
全
校
生
徒
で
街

道
整
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
30
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。 

　 
         

こ
う
し
た
中
馬
街
道
に
関
わ
る
学
習
の

集
大
成
と
し
て
、
10
月
に
は
『
中
馬
ウ
ォ

ー
ク
』
と
い
う
活
動
名
で
当
時
の
雰
囲
気

を
再
現
し
、
実
際
の
馬
を
引
き
連
れ
て
、

馬
子
さ
ん
役
に
も
来
て
い
た
だ
き
、鶴
里
・

曽
木
地
区
の
旧
街
道
を
全
校
生
徒
で
曽
木

小
学
校
ま
で
歩
き
ま
す
。
そ
の
後
、
活
動

の
場
を
体
育
館
に
移
し
、
小
学
生
や
地
域

の
方
に
学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
本
校
生
徒
の
伝

統
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
永
く
後
輩
に

引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

全校生徒による中馬街道整備作業 

中馬ウォークでの学習成果の発表 

ば
や
し 


